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Abstract 
 本発表では，記号接地問題が言語習得研究に何をも
たらしたかを整理したうえで，その現代的な意義を再
考する．記号接地問題に代表される記号主義批判以降，
どのように言語習得研究が展開し，また現代的にどの
ような新しい問題を提起しているのかを，特に記号習
得・意味習得の関連から，意味の共有感覚の問題を中心
に議論する．  
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1. 記号接地問題が今までに何をもたらし

たか：感覚運動経験と社会的経験 

記号接地問題は，心のはたらきを所与の「記号」

(同値類に同じラベルを貼り分節化した対象)のセット

を用いた演算処理として考える記号主義への批判とし

て提起された [1]．その後の認知科学全体における身

体論の隆盛を見れば，記号接地問題の問題提起として

の役割はひとまず成功したと言ってよいだろう．言語

学・言語習得分野においても，反記号主義的なアプロ

―チは盛んに展開された．多くの研究に通底するの

は，計算にとっての「記号」ではない人間にとっての

記号，すなわち人間が対自/対外的コミュニケーション

に用いる形式-意味の対応が「経験」からどのように

ボトムアップに立ち現れてくるのかということに応え

ることであったように思える． 

経験といっても非常に開かれた概念であり，ともす

れば個別の現象をアドホックに説明するだけの装置に

なりがちであるが，これまでの研究を概観すると二つ

の捉え方が存在していたように考えられる．第一に，

子どもが既に社会に存在する他者から与えられる文化

的もしくは社会的経験である．近年の発達心理学研究

から明らかにしてきた人間の向社会性，利他性，共有

志向性等の性質は，人間が同種の他者から発せられる

音声や行為に対し特殊な推論を行うことを明らかにし

てきた．例えば生後一年に満たない子どもは，視線や

動作を通じて他者の注意方向を追い，他者がなぜそこ

に注意を向けたのかその意図を推論する．更に情報を

共有すべく他者の注意状態をコントロールする所作，

すなわち記号を使うことによって協力的な目的を達成

しようとする [2]．更にこのような記号を用いた推論

が模倣学習(imitative learning)を始めとする人間特有

の学習の形を生み，個別言語の意味体系をはじめとす

る種々の文化学習の端緒を開くことが明らかになって

きている[3]．  

第二の経験のタイプは，我々の記号の意味を支える

感覚運動的経験である．いわゆる身体論の立場をとる

認知科学研究は，身体を経て得られる感覚運動経験か

ら記号がどのように生まれるかを問う．例えばバーサ

ローは，我々が持つ表象が，実際に現実世界で経験す

る感覚運動経験が脳内でシミュレートされた状態から

類推的に生み出される知覚記号として捉えることがで

きることを提案し[4]，またレイコフは一見抽象的に見

えるような言語の意味がやはり身体経験を源泉領域と

したやはり類推によって成立することを指摘している

[5]．関連して，経験から安定して生起するパターンを

発見することができる領域一般の統計学習のメカニズ

ムの発見も，経験からの学習可能性に関する議論を後

押ししている．統計学習は，アプリオリな「記号」表

現を想定せずして連続的性質を帯びた入力から離散的

な出力を可能にするだけでなく，異なるモダリティを

跨いだ入力を統合する処理をも可能にする[6]． 

これらの経験に関する議論は，それぞれが「なぜ人

間が対象に対して，対象それ自体ではない意味を与え

ようとするのか」という記号それ自体の(個体発生的)

起源の問題，「記号の意味が，何によって制約され現

在の形に至るのか」という記号の構造の起源の問題を

問うていると言え，両者が人間にとっての記号接地問

題に深くかかわることは紛れないことのように思え

る． 
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2. 記号接地問題はこれから何を新たな問

いとして提起するか：記号習得と意味習

得，及びそれを支える意味の共有感覚 

記号接地問題と人間の心のはたらきと重ねて捉えよ

うとする場合，自然に取り上げられるのは言語習得の

問題であるように思われる[7]．ここで言語を特殊な，

閉じた「記号」体系と捉えないことは，言語習得をよ

り一般的な観点から捉えることを可能にする．すなわ

ち，言語を対自的/対他的な意味の共有感覚を得るた

めの一つの道具立てとして一般化することが可能とな

る． 

まず社会的経験から言語習得を捉える視点は，言語

習得を記号習得の観点から一般化することを可能にす

る．人間は，記号を用いて対自的/対他的に意味の共

有感覚を得ることを求める．そのような中で子どもは

言語を他の記号系から独立した系ではなく，記号コミ

ュニケーションの習得過程における一つの記号のタイ

プとして学習する[2]．実際に信号，非言語記号を用い

たコミュニケーションはほぼ確実に言語に先行して現

れ，言語の習得の足場を作る．言い換えれば，子ども

は言語を習得して初めて他者とのコミュニケーション

を始めるのではなく，言語以前に様々な形で得た他者

との共有感覚を言語に変換していくのである．  

次に，特定のアモーダルな表象を前提とせず言語習

得を考えるとき，言語習得は一つの文化学習として一

般化できる．つまり子どもは，当該文化の成員である

他者とのやり取りの中でその文化/言語社会なりの世

界の見方，すなわち意味を習得する [8]．元来の記号

接地問題は，「記号」の意味が感覚運動経験からいか

にして構築されるのかに主眼が置かれていた．しか

し，感覚運動経験は確かに言語的意味の重要な基盤の

一つとなるものの，それだけが言語の意味を成立させ

るわけではない．他者が世界をどのように意味づけて

いるのかを学習するためには，他者意図の推論を含む

社会的経験もまた必要である．すなわち，言語的意味

は，感覚運動的な概念に言語が投射されることによっ

て成立するのではなく(words as “mapping” view)，言

語が感覚運動的経験と社会的経験の記憶を引き込むこ

とで成立し，その結果個別言語の話者の持つ意味体系

が成立する (words as “cues” view:[9][10][11])．非常

に重要なことに，意味の成立過程において両者がどの

ように役割分担をしているかという問題は，現在にお

いても未解決な部分が大きい問題である．  

 上記の議論を踏まえ，記号接地問題の現代的意義を

改めて考えると，記号習得，意味習得の観点は，言語の

記号体系における位置づけの問題を改めて提起してい

るようにも思える．まず記号習得の観点からは，言語の

一般性を巡る問題として，記号の連続性の問題を提起

することができる．重要なことに，記号と身体の関係は

対比的というよりも連続的である．つまり人間の用い

る記号コミュニケーションのシステムには，言語，指差

し，ジェスチャー，表情，視線等，様々な記号が含まれ

るが，これらの記号はそれぞれがより感覚運動に近い

情報，より抽象的でアモーダルに近いともいえる情報

を担っており，更に人間はそれらを用いて対自的/対他

的にフィードバックさせながらコミュニケーションを

行っている[12]．更に近年の研究では，話者がコミュニ

ケーションにおいてどのような情報を他者と共有した

いかと考えるかによって，各種記号の用いられ方が異

なることが指摘されている．例えば，一部の有縁記号

は，特に他者と共有したい情報や，自分にとって主観的

で印象的である情報の場合に，特に現れやすいことが

指摘されている[9]．言語を記号として一般化する際，

言語に留まらない記号コミュニケーションのシステム

全体を人間がどのように習得していくのか，そこにお

ける言語の役割とは何かを問うていくことは重要であ

ろう．第二に，意味習得の過程においては，言語の特殊

性の問題が立ち現れる．言語は，これまで多くの研究で

指摘されてきたように多種の記号と比べても，明らか

に参照的(referential)，分析的/弁別的(analytic)な特徴

を持っている[9][13]．その帰結として，言語の意味は他

の記号のシステムと比べものにならないほど抽象的で

複雑な体系をなしているが，このような言語の意味が，

どのような記号コミュニケーションから立ち現れて，

他の記号から離れていくのかを調査することは非常に

興味深いことであるように思われる．実際にこれまで

の研究では，言語習得の過程において，子どもが他者と

情報と共有しようとする動機の有無が，コミュニケー

ションに用いる言語とジェスチャーの記号選択に影響

を与えること，更にそのようにジェスチャーを用いる

ことが，言語の体系的な使い分けにも影響を与える可

能性も示唆されている[14]．このような意味の共有に関

する志向性と，社会的経験，感覚運動的経験がどのよう

に役割分担をしながら意味習得を支えるかという視点

は，今後の言語習得において最も重要な視点の一つと

なるだろう． 
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